
(57)【要約】

【課題】節輪の径が途中で変化している内視鏡の湾曲部

において、径が相違する隣り合う節輪と節輪とが回動外

端縁において当接し合って、操作ワイヤの磨耗等が発生

することなくスムーズに作動する内視鏡の湾曲部を提供

すること。

【解決手段】隣り合う節輪１２と節輪１３とで径が相違

する部分において、回動軸線１４ｏ位置と回動外端縁１

２ａ，１３ａとの間の管軸Ｘ方向長さが、径の大きい方

の節輪１２より径の小さい方の節輪１３の方が長くなる

ように両節輪１２，１３を形成して、両節輪１２，１３

が回動外端縁１２ａ，１３ａどうしで当接し合うように

した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
各 々 が 短 筒 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 節 輪 を 回 動 自 在 に 連 結 し て 、 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る
よ う に 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 で あ っ て 、 上 記 節 輪 の 径 が 途 中 で 変
化 し て い る も の に お い て 、
隣 り 合 う 節 輪 と 節 輪 と で 径 が 相 違 す る 部 分 に お い て 、 回 動 軸 線 位 置 と 回 動 外 端 縁 と の 間 の
管 軸 方 向 長 さ が 、 径 の 大 き い 方 の 節 輪 よ り 径 の 小 さ い 方 の 節 輪 の 方 が 長 く な る よ う に 上 記
両 節 輪 を 形 成 し て 、 上 記 両 節 輪 が 回 動 外 端 縁 ど う し で 当 接 し 合 う よ う に し た こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 の 湾 曲 部 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 隣 り 合 う 節 輪 と 節 輪 と で 径 が 相 違 す る 部 分 に お い て 、 上 記 回 動 軸 線 位 置 と 上 記 両 節 輪
の 回 動 外 端 縁 と の 間 の 直 線 距 離 が 等 距 離 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 の 湾 曲 部 は 一 般 に 、 各 々 が 短 筒 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 節 輪 を 回 動 自 在 に 連 結 し て 、
遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る よ う に 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の よ う な 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に お い て は 、 各 節 輪 が 全 て 同 じ 径 に 形 成 さ れ て い る 場 合 が 多 い
が 、 湾 曲 部 を 途 中 で 先 細 り 又 は 先 太 り の 形 状 に 形 成 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 節 輪 の 径 を
途 中 で 変 化 さ せ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － １ ９ ０ ３ １ 号
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ６ は 、 節 輪 １ １ ， １ ２ ， １ ３ … の 径 が 途 中 で 変 化 し て い る 湾 曲 部 の 一 例 を 示 し て お り 、
リ ベ ッ ト １ ４ に よ り 回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 隣 り 合 う 節 輪 １ ２ と 節 輪 １ ３ と の 径 が 相 違 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に お い て は 、 操 作 ワ イ ヤ １ ５ が 牽 引 操 作 さ れ て 湾 曲 部 が
屈 曲 す る と 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 隣 合 う 節 輪 １ ２ ， １ ３ の 径 が 相 違 す る た め に 、 両 節
輪 １ ２ ， １ ３ の 回 動 外 端 縁 １ ２ ａ ， １ ３ ａ ど う し が ピ ッ タ リ と 当 接 し 合 わ ず に 、 一 方 が 他
方 に 食 い 込 む よ う に か み 合 っ た 状 態 に な り 、 作 動 不 良 に な っ た り 操 作 ワ イ ヤ １ ５ が 節 輪 １
３ の エ ッ ジ と き つ く 擦 れ 合 っ て 磨 耗 し て し ま う 等 の 不 具 合 が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 節 輪 の 径 が 途 中 で 変 化 し て い る 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に お い て 、 径 が 相 違 す る
隣 り 合 う 節 輪 と 節 輪 と が 回 動 外 端 縁 に お い て 当 接 し 合 っ て 、 操 作 ワ イ ヤ の 磨 耗 等 が 発 生 す
る こ と な く ス ム ー ズ に 作 動 す る 内 視 鏡 の 湾 曲 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 は 、 各 々 が 短 筒 状 に 形 成 さ れ た 複 数
の 節 輪 を 回 動 自 在 に 連 結 し て 、 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る よ う に 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 配 置
さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 で あ っ て 、 節 輪 の 径 が 途 中 で 変 化 し て い る も の に お い て 、 隣 り 合 う
節 輪 と 節 輪 と で 径 が 相 違 す る 部 分 に お い て 、 回 動 軸 線 位 置 と 回 動 外 端 縁 と の 間 の 管 軸 方 向
長 さ が 、 径 の 大 き い 方 の 節 輪 よ り 径 の 小 さ い 方 の 節 輪 の 方 が 長 く な る よ う に 両 節 輪 を 形 成
し て 、 両 節 輪 が 回 動 外 端 縁 ど う し で 当 接 し 合 う よ う に し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 隣 り 合 う 節 輪 と 節 輪 と で 径 が 相 違 す る 部 分 に お い て 、 回 動 軸 線 位 置 か ら 両 節 輪 の 回
動 外 端 縁 ま で の 直 線 距 離 が 等 距 離 で あ る よ う に す る と 、 両 節 輪 の 回 動 外 端 縁 ど う し が ピ ッ
タ リ と 当 接 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 ３ は 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 挿 入 部 可 撓 管 １ の 先 端 に 連 結 さ れ た 湾 曲 部
１ ０ の 先 端 に 、 対 物 光 学 系 や 固 体 撮 像 素 子 等 を 内 蔵 し た 先 端 部 本 体 ２ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 実 施 例 の 内 視 鏡 に お い て は 、 先 端 部 本 体 ２ を 挿 入 部 可 撓 管 １ よ り 太 く 形 成 す る 必 要 上
か ら （ 例 え ば 、 画 面 サ イ ズ の 大 き な 固 体 撮 像 素 子 を 先 端 部 本 体 ２ に 内 蔵 さ せ る た め 等 の 理
由 に よ り ） 、 湾 曲 部 １ ０ が 途 中 か ら 先 太 り の 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
挿 入 部 可 撓 管 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ３ に は 、 湾 曲 部 １ ０ を 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 さ
せ る た め の 湾 曲 操 作 レ バ ー ４ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 湾 曲 操 作 レ バ ー ４ を 回 動 操 作 す る こ
と に よ り 、 図 ３ に 図 示 さ れ て い な い 操 作 ワ イ ヤ が 牽 引 さ れ て 、 湾 曲 部 １ ０ を 任 意 の 角 度 だ
け 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 湾 曲 部 １ ０ の 先 端 寄 り の 部 分 を 示 し て お り 、 湾 曲 部 １ ０ の 骨 組 み 部 分 は 、 ス テ ン レ
ス 鋼 パ イ プ 材 を 素 材 と す る 短 筒 状 に 形 成 さ れ た 複 数 （ 例 え ば １ ０ ～ ２ ０ 個 程 度 ） の 節 輪 １
１ ， １ ２ ， １ ３ … を 同 一 軸 線 上 に 並 べ て 、 隣 り 合 う 節 輪 １ １ ， １ ２ ， １ ３ … ど う し を 部 分
的 に 重 ね 合 わ せ 、 そ の 重 ね 合 わ せ 部 分 を リ ベ ッ ト １ ４ … で 回 動 自 在 に 連 結 し て 構 成 さ れ て
い る 。 そ の よ う な 骨 組 み の 外 周 に は 、 網 状 管 １ ６ と ゴ ム 製 外 皮 １ ７ と が 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
各 節 輪 １ １ ， １ ２ ， １ ３ … の 重 ね 合 わ せ 部 分 は 、 短 筒 状 部 分 か ら 各 々 １ ８ ０ ° 対 称 の 位 置
に お い て 軸 線 と 平 行 方 向 に 突 出 す る 一 対 の 舌 片 で あ り 、 隣 り 合 う 各 節 輪 １ １ ， １ ２ ， １ ３
… の 舌 片 ど う し が 重 ね 合 わ さ れ て 、 リ ベ ッ ト １ ４ … に よ り 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
先 寄 り の 幾 つ か の 節 輪 １ １ ， １ ２ ， １ ３ … は 、 先 側 の も の ほ ど 大 き な 径 に 形 成 さ れ て お り
、 例 え ば 、 隣 り 合 う 節 輪 １ １ ， １ ２ ， １ ３ の 半 径 が 各 節 輪 １ １ ， １ ２ ， １ ３ の 肉 厚 分 程 度
相 違 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 隣 り 合 う 節 輪 １ ２ と 節 輪 １ ３ と で 径 が 相 違 す る 部 分 に お い て 、 回 動 軸 線 １ ４ ｏ の
位 置 と 各 節 輪 １ ２ ， １ ３ の 回 動 外 端 縁 １ ２ ａ ， １ ３ ａ と の 間 の 管 軸 Ｘ 方 向 の 長 さ ｅ １ ２ ，
ｅ １ ３ が 、 径 の 大 き い 方 の 節 輪 １ ２ よ り 径 の 小 さ い 方 の 節 輪 １ ３ の 方 が 長 く な る よ う に 両
節 輪 １ ２ ， １ ３ を 形 成 し て あ る 。 即 ち 、 ｅ １ ２ ＜ ｅ １ ３ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 回 動 軸 線 １ ４ ｏ は リ ベ ッ ト １ ４ の 中 心 軸 線 で あ り 、 節 輪 １ ２ ， １ ３ の 回 動 外 端 縁 １
２ ａ ， １ ３ ａ は 、 回 動 軸 線 １ ４ ｏ か ら 最 も 離 れ た 位 置 の 節 輪 １ ２ ， １ ３ の 外 縁 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 回 動 軸 線 １ ４ ｏ と 両 節 輪 １ ２ ， １ ３ の 回 動 外 端 縁 １ ２ ａ
， １ ３ ａ と の 間 の 直 線 距 離 が ｅ １ ２ ＝ ｅ １ ３ の 場 合 に 比 べ て 接 近 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ の 結 果 、 一 方 の 操 作 ワ イ ヤ １ ５ が 操 作 部 ３ 側 か ら 牽 引 さ れ て 湾 曲 部 １ ０ が 屈 曲 し た 時 に
は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 隣 り 合 う 節 輪 １ ２ と 節 輪 １ ３ と が 各 々 の 回 動 外 端 縁 １ ２ ａ ，
１ ３ ａ に お い て 当 接 し 合 っ て 、 食 い 込 ん だ 状 態 に な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 実 施 例 に お い て 、 隣 り 合 う 節 輪 １ １ ， １ ２ ， １ ３ … 間 で 径 が 相 違 す る 部 分 は 、 い ず れ
も 同 様 の 構 成 に な っ て い る 。 し た が っ て 、 操 作 ワ イ ヤ １ ５ が 節 輪 １ ２ ， １ ３ の エ ッ ジ と き
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つ く 擦 れ 合 っ て 磨 耗 し て し ま う 等 の 不 具 合 が 発 生 す る こ と な く 、 湾 曲 部 １ ０ が ス ム ー ズ に
作 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 を 示 し て お り 、 径 が 相 違 す る 隣 り 合 う 節
輪 １ ２ と 節 輪 １ ３ と の 連 結 部 に お い て 、 第 １ の 実 施 例 の ｅ １ ２ ＜ ｅ １ ３ と い う 条 件 を 満 足
す る と 同 時 に 、 さ ら に 、 回 動 軸 線 １ ４ ｏ と 両 節 輪 １ ２ ， １ ３ の 回 動 外 端 縁 １ ２ ａ ， １ ３ ａ
と の 間 の 直 線 距 離 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ３ が 等 距 離 に な る よ う に 、 両 節 輪 １ ２ ， １ ３ を 形 成 し た も
の で あ る 。 即 ち 、 Ｌ １ ２ ＝ Ｌ １ ３ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 一 方 の 操 作 ワ イ ヤ １ ５ が 操 作 部 ３ 側 か ら 牽 引 さ れ て 湾 曲
部 １ ０ が 屈 曲 し た 時 に は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 隣 り 合 う 節 輪 １ ２ ， １ ３ の 各 々 の 回 動
外 端 縁 １ ２ ａ ， １ ３ ａ ど う し が ピ ッ タ リ と 当 接 し 合 う の で 、 操 作 ワ イ ヤ １ ５ が 節 輪 １ ２ ，
１ ３ の エ ッ ジ と き つ く 擦 れ 合 っ て 磨 耗 し て し ま う 等 の 不 具 合 が 発 生 す る こ と な く 、 湾 曲 部
１ ０ が ス ム ー ズ に 作 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 本 発 明 は 先 細 り の 形 状 に 形
成 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に 適 用 す る こ と も で き 、 四 方 向 に 屈 曲 す る 湾 曲 部 １ ０ に 適 用 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 節 輪 の 径 が 途 中 で 変 化 し て い る 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に お い て 、 隣 り 合 う 節 輪
と 節 輪 と で 径 が 相 違 す る 部 分 に お い て 両 節 輪 が 回 動 外 端 縁 ど う し で 当 接 し 合 う の で 、 操 作
ワ イ ヤ の 磨 耗 等 が 発 生 す る こ と な く ス ム ー ズ に 作 動 す る 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 が 屈 曲 し た 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 が 屈 曲 し た 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 が 屈 曲 し た 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 挿 入 部 可 撓 管
１ ０ 　 湾 曲 部
１ １ ， １ ２ ， １ ３ 　 節 輪
１ ２ ａ ， １ ３ ａ 　 回 動 外 端 縁
１ ４ 　 リ ベ ッ ト
１ ４ ｏ 　 回 動 軸 線
１ ５ 　 操 作 ワ イ ヤ
Ｘ 　 管 軸
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